
 平成２５年度洋らん部会 第 5回役員会、第２回代表幹事会次第 

平成２５年度洋らん部会 第 5 回役員会、第２回代表幹事会議事録 

日時：平成２５年 11 月２1 日（木）午後１:００より 

場所: 自動車健保会館 

日時：平成２５年 11 月２２日（金）午前９:００より 

場所: FAJ 会議室 

Ⅰ．部会長挨拶 

地元から、議員などに行政や、市場のあり方などに対する要望をするとともに、事務

局のほうにも要望をどんどんあげてほしい 

Ⅱ．協議事項 

議長 21 日 松村秀彦 22 日 北谷隆信 

（１）    品評会並びに東京ドームについて  東日本支部担当  小島 

品評会 

２１日現在２０６点 

東京ドーム世界蘭展日本大賞への参加について 

申し込み完了、、富士山をイメージして「羽衣伝説」 準備中 

オープンカテゴリ ４×６m 

  

チケットの割引販売が可能。県単位で事務局へ対応 

ポスター、内覧券なども県単位で対応をお願いします。 



  

（２）    会報について   西日本支部担当 中原 

準備中  各部門への原稿依頼 Phal 愛知尾崎氏に打診 

  

（３）    各部門活動について（予算配分について-別紙 1） 

＊シンビ部門 

全国大会 91 名 産地視察、市場関係者を含む討論会 

＊デンドロ部門 

１１月 浜松 出荷懇談会 

生産者１０ 市場７出席 

＊カトレア部門 

欠席 

＊胡蝶蘭部門 

山梨全国大会 １１・６，７，８ 

八ヶ岳 日本９９台湾 40 市場 ２２ 資材２１ 他台湾関係者 3 名 

詳しくは 

胡蝶蘭部門ホームページで後日掲載 

代表者会議 鹿児島で 

台湾蘭展 4 名の審査出席予定 



愛知県農総合試験場 試験継続中 

  

＊あすなろ部門 

台風の影響で大会延期 

  

各部門予算分配について（別紙１） 

部門別大会助成金は、計 800,000 円を各部門 100,000 円と参加者人数×2000 円 

残は部門員数でなく部員数によって按分 

各会員所属の部門の明確化 

（４）    各委員会活動について 

＊消費担当委員会 （世田谷市場祭り、フラワーバレンタイン） 

担当 黒澤 

１０月２０ 別紙アンケート結果 

担当 大沢 

フラワーバレンタイン（別紙） 

タグ注文 二次締め切り 12 月 30 日 

＊ホームページ運営委員会 

メーリングリスト連絡先情報収集と作成修正 

次年は登録用フォームを使って総会時に各担当者の収集予定 



HP の品評会記事掲載、FB への情報掲載、各部門 HP のバックアップ対策など 

掲載要望がありましたら利用してください。 

各県代表幹事へ全国のデータを送信する。 

（５）    市場協会との話し合いについて 

担当 大沢 

11/15 役員、部門長が出席 

市場側より需給統制会議の再開要請 

生産者協会は、各部門で対応。生産者協会としては最終的に生産者、市場、小売店

の３者を含めて行いたい。 

茂木会長からの各部門への要望 

市場の買参側は蘭の生産にかかるコストや、生産年月に対して情報を持っていな

い。 

カトレアの明確化された生産コストをもとにした市場注文価格の引き上げ要望がカト

レア部門の要請活動によって実現している。他部門でもそういった活動も考えていっ

てほしい。 

  

（６）    花き振興法に対しての要望事項 

茂木 

問題点：現時点で「消費拡大」の一言が抜けている。各項目に記載されていることも

「施策を講ずるよう努めるものとする」という努力目標（やらなくても OK）となってしまっ

ている。 



（７）    全国大会について（別紙 1） 

時期 2015 年 2 月 東京ドーム 期間中を予定 

会期中の内容について要望があれば出して欲しい。 

（８）    その他 

クレーム対応について 運送会社 市場 花屋等に向けて 

これまでのクレーム例、原因、取り扱い注意事項を列挙を各部門に要請、 

返答期日 2/28 まで 

名簿の整理：所属部門、栽培面積など再確認 

名簿データの整理修正をしたい。部門には必ず１つ以上所属のこと、複数所属者はメ

イン部門を先頭表記のこと。各県代表幹事で対応して大沢まで返信  期限 ２月末

日 

Ⅲ．講演会－午後３時３０分 

佐分利 応貴 様  「社会の病気の治し方～花き業界の処方箋」 

次回役員会 

未定 

  

  

京都大学経済研究所 准教授 佐分利 応貴 様 

略歴  1991 年 京都大学経済学部卒業 



1991 年 通商産業省（現経済産業省）入省 

1996 年 北海道通商産業局商務部商務課商工調査官 

1997 年 通商産業省基礎産業局オゾン層保護対策室室長補佐 

1999 年 労働省大臣官房産業労働調査課課長補佐 

2001 年 外務省在エジプト日本大使館一等書記官 

2004 年 経済産業省貿易経済協力局資金協力課課長補佐 

2006 年 東北大学公共政策大学院准教授 

2008 年 経済産業省通商政策局企画調査室長 

2009 年 経済産業省商務流通政策局情報国際企画室長 

2010 年 農林水産省生産局花き（かき）産業振興室長 

2011 年 現職 

  

研究テーマ 

イノベーション政策、社会医学（社会の病気の治し方） 

イノベーション政策を 効果的に実施するため、ＲＤＣＩモデルを新たに提起するととも

に、イノベーションの成立過程と経済成長への寄与についての実態調査及び研究を

行う。 

  

Research Development Commercialization Industrialization 
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別紙 1 

★予算配分について（案） 

部門別大会助成金（￥500,000） 

部門別活動費（￥800,000 内各部門別に￥100,000 支払済み） 

残：５０万+３０万＝800,000－412,000＝388,000 

部門員数２２号会報    大会参加人数(生産者) 

シンビ部門 （９１名）   ７０名 x 2,000 円=140,000 円 

デンドロ部門（３３名）    ６名 x 2,000 円= 12,000 円 

カトレア部門（７４名）   ２０名 x 2,000 円= 40,000 円 

胡蝶蘭部門 （１７９名）  1００名 x 2,000 円=200,000 円 

あすなろ部門（５名）    １０名 x 2,000 円= 20,000 円 

合計   ３８２名３８２名３８２名３８２名              412,000円円円円 

  

シンビ部門  38,8000 x 91/382＝ 92,000 円 

デンドロ部門 38,8000 x 33/382＝ 33,000 円 

カトレア部門 38,8000 x 74/382＝ 75,000 円 



胡蝶蘭部門  38,8000 x179/382＝181,000 円 

あすなろ部門 38,8000 x  5/382＝  5,000 円 

合計     386,000円円円円 

  

  

★全国大会について（案） 

1、組織形態：実行委員会形式 

委員長は洋らん部会副部会長 

事務局、会計は洋らん部会役員が兼務。 

他に委員は部会長、各支部長、消費担当委員長、HP 委員長 

2、時期：東京ドームらん展開催期間中（内覧会を絡める又は翌週の平日） 

3、場所：東京ドームホテル、品川プリンスホテルなど、、、 

4、内容：市場セリ見学、現地視察（埼玉県）、都内花店見学、内覧会見学 

２泊または１泊 

たとえば 

第１日目 

１３時 開会 

１４時 討論会、パネルディスカッション、講演会、グループ討論 

１８時 懇親会 



第２日目 

6 時 出発 大田市場セリ見学→バス複数台 

8 時 出発 埼玉県見学コース→バス複数台 

都内花店見学コース→１０人程度の小グル―プにて行動 

１５時ごろ解散 

 


